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三師会抄録 

日時：平成 20 年 2 月 22 日(金) 

場所：グランドエル・サン 

 

『  新型インフルエンザ対策について  』 

 

鶴岡地区医師会理事  岡田  恒人 

 

インフルエンザウィルスは蛋白の抗原性の違

いによりＡ，Ｂ，Ｃの３型に分けられます。毎年

冬になると流行するインフルエンザはＡ型とＢ

型ですが、多くの感染者を出し猛威を振るうのは

Ａ型です。Ａ型インフルエンザウィルスは、ウィ

ルス表面の２つの糖蛋白質［ヘマグルチニン（ H
１ ～ H15 の 15 種類）とノイラミニダーゼ
（ N１ ～ N９ の ９ 種類）］の違いによって、
理論的には１３５種類の亜型に分類されます。 
Ａ型インフルエンザウィルスは本来カモなど

の水禽性渡り鳥が自然宿主であり、そのウイルス

は鳥類の間で維持されています（鳥型ウイルス）。

そしてこれらの鳥型ウイルスに由来するＡ型ウ

イルスがヒト、ブタ、ウマ、クジラ、アザラシな

どの動物に適応し、それらを自然宿主とし感染を

繰り返しながら自然界の中で維持されています。

ウイルスは適応した種の間の宿主動物の中で少

しずつ抗原性を変化させながら（連続抗原変異：

いわゆるマイナーチェンジ）感染伝播を繰り返し

ていますが、時として大きく抗原性を変化させて

（突然変異や遺伝子の再集合による不連続抗原

変異：いわゆるフルモデルチェンジ）種の壁を越

えて他の動物へ感染伝播する性質をもつウイル

スとなることがあります。この新たにヒトからヒ

トへ効率よく伝播する能力を獲得したウイルス

を新型インフルエンザウィルスとよび、そのウイ

ルスによる感染でおきる病気またはその流行を

新型インフルエンザと呼びます。人類は 1918 年
スペイン風邪（H1N1）以降、1957年アジア風邪
（H2N2）、1968年香港風邪 H3N2と 3回の新型
インフルエンザウィルスの世界的流行（パンデミ

ック）を経験してきました。最後のパンデミック

より 40 年ほど経過し、これまでの経過から新た
なインフルエンザウィルスの出現が懸念されて

います。1997年香港で H5N1 という鳥に流行し
ていたＡ型ウィルス株が初めて人に感染する事

態が生じました（ 6人死亡／18人感染）。その後
H5N1は鳥類の中で爆発的流行を繰り返し、さら
にヒトへの感染（鳥からヒトへの感染）も繰り返

し見られるようになっています。この経緯を経て

H5N1 を素にしたヒトからヒトへ感染する新型
インフルエンザが出現するのではないかと考え

られる様になりました。現在このウイルスはヒト

に感染すると約 60％の死亡率を生じる強い毒性
を持っています。新たなウイルスが出現した場合

は誰も免疫を持っていないため全世界で大流行

が生じ、さらに強い毒性を持ったままのウイルス

であった場合、人類は大変な影響を受けることに

なります。1999 年以降ＷＨＯは新型インフルエ
ンザウィルス対策を世界に呼び掛け、本邦におい

ても新型インフルエンザ対策行動要領作成、各地

区での訓練、抗インフルエンザ薬備蓄、ワクチン

備蓄などがなされ一見準備は整ってきているか

のようにみえます。しかしその運用方法、最大の

被害者となる可能性のある住民の危機意識の欠

如など大きな問題が未解決です。このままの状態

で新型インフルエンザが流行した場合短期間で

大量の患者が発生し、医療機関及び社会機能維持

が不可能になることが容易に想像されます。限ら

れた医療資源で最小の被害に抑えるためにも住

民・医療機関・行政の間での危機意識の共有、感

染・拡大予防の理解と協力が必要であり、医療従

事者は率先してこの疾患を理解し一般の方への

啓発を行なっていくべきと考えます。 



三  師  会 
中  村  秀  幸 

毎年恒例の三師会が、2月 22 日グランドエルサンにて行われました。三師会とは、医師、歯科医師、

薬剤師会のことでかなり古い歴史をもつ会です。 

歯科医師会より会長はじめ 12 名、薬剤師会より佐藤慶子会長はじめ 15 名、当地区医師会より 17 名

の会員が参加されました。 

今年の当番である医師会を代表して、中目会長より開会のご挨拶の後、当番の当地区医師会より、「庄

内地区における新型インフルエンザ対策“患者発生訓練の報告を交えて”」と題して、理事の岡田恒人

先生よりプレゼンテーションが行われました。 

  新型インフルエンザの概要と、庄内地域での患者発生のシナリオに沿っての荘内病院の発熱外来での

やりとり、日本海病院への搬送などの手順を、訓練のスライドを交えわかり易く提示していただきまし

た。講演後のディスカッションでは、プレパンデミックワクチンやタミフルの効果、荘内病院での備蓄、

消毒薬の確保など、切実な具体的な質問も飛び交い有意義な時間となりました。岡田先生のよく噛み砕

かれた、わかりやすい講演の賜物でした。 

 

乾杯は、歯科医師会の会長、石黒豊先生より、その後和やかに歓談のひとときとなりました。先生の

挨拶のなかで、肺炎球菌ワクチンのニュースを例にとり、以外に他の分野の情報や常識とされている事

柄が伝わりにくい、学びにくい状況があることを指摘されました。その意味で、この三師会の意義のひ

とつを述べられたように思いました。 

地域でのよりよい医療を推進していくためには、多くの職種間、施設間の双方向のコミュニケーショ

ンは必須です。IT がいくら発達しても、その使い手たる人の輪がないと宝の持ち腐れです。幸い、当

地区は、三原副会長の先見性のある卓越したヒューマンな指導のもと、みんなでこのすばらしいネット

ワークを構築しつつあります。 

私もこの会に参加し、薬剤師や歯科医師の先生と杯を酌み交わすことで、少しずつ交流を深めていけ

ているようで毎年楽しみにしております。地域内では顔の見える連携は元気がでますし、励みになりま

す。ちなみに今年は堀川先生、薬のフレンズさんと盛り上がりました。 

8 時半には、佐藤薬剤師会会長による、はながさ締めという「やっしょーまかしょーシャンシャンシ

ャン」で中締めとなりましたが、その後も会話にも花が咲きいつまでも歓談されておりました。 

 

去年は、毛呂先生に医師会の勉強会の講師をお願いしました。在宅の訪問歯科診療も内科の先生との

連携も必要です。また今後の、緩和ケア庄内プロジェクト開始の平成 20 年度も始まりますし、薬剤師

の先生方との連携もいっそう拍車がかかることでしょう。これからの地域の連携を考えていくうえで、

このような会は意義深いものがあります。 

 



日時：平成 20 年 2 月 23 日・24 日 

場所：日本医師会館 

 

平成１９年度学校医講習会および母子保健講習会に参加して～１～ 

                   

鶴岡市立荘内病院小児科  伊  藤  末  志 

 

  全国的に大荒れの天候の中、２月２３日と２４

日の講習会に参加してきた。学校医講習会では

「最近の学校健康教育行政の課題について」、「特

別支援教育と今後の課題」、「小児の生活習慣病の

予防」の３題の講演と「学校におけるアレルギー

疾患の管理と支援―今後の具体的取り込みの方

向を探るー」をテーマに小児アレルギー科医、皮

膚科医、眼科医、耳鼻科医それぞれの立場から意

見を述べるシンポジウムが行われた。 
  学校保健法は昭和３３年に制定されたが、当時

は伝染病・虫歯・栄養不良の３つが健康課題であ

った。しかし現代は生活習慣の乱れ・メンタルヘ

ルス・アレルギー疾患・スポーツ障害・新興再興

感染症など新たな課題が次々と出てきている。今

まで以上に地域の専門医療機関とのつなぎ役と

して校医が重要な役目を負わなければならない。

さらなる連携強化のために「学校地域保健連携推

進協議会（仮称）」をつくっていくことを文科省

は考えている。 
学校健康教育行政のトピックスとして、①平成２

０年度から「アレルギー疾患用学校生活管理指導

票」の作成、②麻疹対策として、発生時の感染拡

大防止マニュアルの作成、③運動場のライン引き

に使用する石灰の取り扱いについて、④色覚バリ

アフリーに向けた取り組み、⑤睡眠時呼吸障害に

ついての取り組みなどがあげられた。 
  特別支援教育については、「ノーマライゼーシ

ョンのまちづくり」を基本理念として市政運営を

行っている埼玉県東松山市長の坂本氏が講演し

た。文科省局長通知により設置することとされて

いた就学指導委員会を廃止に導いた経過や障害

者への乳幼児期から学童期、成人期にいたる支援

の充実さを示された。 

  小児の生活習慣病予防については日大小児科

の岡田准教授が講演した。肥満とその予防には、

一次：最初から肥満にしない。二次：肥満してい

る者を肥満でない適正な体重に戻す。三次：肥満

による健康障害を是正して肥満してはいても肥

満症ではない状態にする。これらは１９５０年代

始めの朝鮮戦争で戦死した米兵の８０％近くに

動脈硬化が存在した病理解剖結果から、米国で始

められたことである。ファーストフードは太りや

すいというエビデンスは確立された。成長期の運

動不足はさらに深刻さが増している。成人には生

活習慣病の運動施設があり保険の対象にもなっ

ているが、小児では生活習慣病を治せる施設がそ

の採算性からも極めて少ない。小児には運動する

場所（空間）もないし、時間も仲間もない。この

ような現象は身体だけでなく心の問題にまで影

響している現実がある。問題点としては①自治体、

行政などの不理解。②専門医の希少。③スタッフ

（医師、学校教育関係者など）への専門教育の不

足。④保護者、児童生徒への小児生活習慣病予防

の教育機会の不足、の４点が挙げられた。 
  学校におけるアレルギー疾患の管理と支援に

関するシンポジウムでは、まず①小児アレルギー

科医の立場から相模原病院アレルギー性疾患研

究部長の海老沢氏の報告があった。平成１９年４

月に文科省から報告された児童のアレルギー性

疾患の有病率は喘息が５．７％、アトピー性皮膚

炎が５．５％、アレルギー性鼻炎が９．２％、ア

レルギー性結膜炎が３．５％、食物アレルギーが

２．６％、アナフィラキシーが０．１％という結

果であった。現在、この調査委員会では「アレル

ギー性疾患管理表（仮称）」を医療機関・学校間

の連絡のツールとして学校関係者・患者団体・医



療関係者の意見をもとに完成を目指して検討中

であり、平成２０年度から使用できるようになる

予定であると。また、アナフィラキシー発生時の

学校におけるエピペンの使用についての是非に

ついても前向きに検討中であるが、養護教諭がほ

とんど理解しているのに対し学校長がほとんど

知っていない現状がある。②皮膚科医の立場から

高崎市で開業している服部市から報告があった。

アトピー性皮膚炎に対する具体的な取り組みと

して次のことをあげている。１）運動会での待機

場所を日陰（テント内）とすること。２）医薬品

やスキンケア用品の外用・内服に関する配慮。３）

水泳指導におけるプール使用後のシャワー浴の

徹底およびプールサイドの日陰場所の設置。４）

基準服（体育着や制服など）に関する襟首のこす

れ、素材、長袖の着用への配慮。５）プールでの

サンスクリーン剤の外用を許可する。６）目の周

りのかゆみを防ぐためにゴーグルの着用が必要

な場合もある。７）塩素濃度の高い腰洗い槽への

浸漬は避ける。③眼科医の立場からは松山市で開

業している吉田氏から報告があった。アレルギー

性結膜炎と春季カタルの発生機序および治療薬

の使い方、日常生活の注意点など学校医が知って

おくべき事柄が述べられた。④耳鼻咽喉科医の立

場からは山梨県で開業している島田氏からの報

告があった。アレルギー性鼻炎および花粉症につ

いて、学校における管理と支援について述べられ

た。（つづく） 
 



平成 19 年度日本医師会医療情報システム協議会レポート 

日時：平成 20 年 2 月 16･17 日 

場所：日本医師会館 

『  日本医師会医療情報システム協議会に参加して  』 

中  村  秀  幸 

去る 2月 16日（土）、17日（日）の 2日間、日本医師会館に於いて平成 
19年度の日本医師会医療情報システム協議会が開催されました。今回は山 
形県医師会の主催であり、会の運営には当地区医師会の三原副会長、県医師 
会の有海会長が中心となられ準備が進められました。メインテーマは「国民 
医療と IT～国民を守る！安心・安全・最善の医療を目指して」 
特別講演では「医療連携に必要なソシアルネットワーク～国民との対話を 
図るための手段として」と題して、マサチューセッツ工科大学スローン経 

営大学院客員教授の秋山昌範先生が、熱弁をふるわれました。 
  この講演は参加者全員が、「目からうろこ」状態で、久しぶりに秋山節を 
たん能した様子でした。講演のポイントは、医療におけるコミュニケーショ 
ンを考える上でのポイントは「マーケティング」にあり、現在の消費者 
（国民）は以前は想像できなかった豊富な知識や情報を入手できる環境にある。患者本来の医療を考える意

味で、消費者が真に求めているのは「信頼」である。そのための相互の信頼関係を築き上げていくための手

段として、世界に冠たるこのすばらしい日本の医療制度を如何に伝えるか。relevancy（自分にとっての関係
性）と insight（そう！大切なものなんだというひらめき）という 2つのキーワードを用いて、ある洗剤のマ
ーケッティングを例に分かりやすく講演をされました。 
  シンポジウムは二つ、①「レセプトオンライン化について」では厚労省の保検局総務課保険システム高度

化推進室長の藤澤氏と社会保険診療報酬支払基金情報管理部長の安藤氏を招いた形で行われました。医師会

の基本的な立場は、必要な基盤整備を優先させること、それと石川、宮城両県で施行されたアンケート結果

からの費用負担の問題、これを期に廃業する医療機関が数％と無視できない点、これをどのように対応する

か。これらの解決なしには、待ったなしの運用はとうてい承認しがたい。 
②「地域医療連携と IT～医療連携ネットワークを阻害するものは何か～」では、当地区医師会より、荘内病
院の整形外科、田中俊尚先生が「地域医療連携と IT：鶴岡地区医師会における取り組み」と題して講演をさ
れました。鶴岡地区での Net4Uなどのインフラ面の整備に対して、乏しい医療資源をもとに、一定の医療レ
ベルを維持しつつどのように対処していくか。それには、大腿骨近位部骨折の連携パスの事例から、双方向

の情報交換や業務量の縮小やデータ管理や解析に ITは必須である旨の明快な講演をされました。 
  事務局情報担当者セッション「医師会における情報伝達はどうあるべきか」では、当地区医師会の庶務課、

遠藤貴恵さんが、「文書管理（回覧）システム」の取り組みと題して、今年 4月より運用が始まった、庶務と
役員や各部署への回覧の仕組みを発表しました。このシステムは外部より届いた公文書をすべてスキャナで

取り込み PDF化し、自前で開発したシステムで運用するもので、承認の確認やコメント記入、簡単な検索機
能などが可能なものです。発表後、他の医師会事務から多くの質問が寄せられ、大変注目度の高い発表でし

た。 
  三原先生はじめ、会の開催にあたった関係者のご尽力に敬意を表します。なお来年度は岐阜県が主催と決

まりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 19 年度日本医師会医療情報システム協議会抄録 

 

シンポジウム「 地域医療連携と IT 

                    ～医療連携ネットワークを阻害するものは何か～ 」 

「地域医療連携と IT：山形県鶴岡地区における取組み」 

 

社団法人  鶴岡地区医師会 

田  中  俊  尚 

 
山形県鶴岡地区はNet4Uに代表される ITの土壌とそれを運用する社会関係資本に恵まれている一方

で、医療資源は乏しく、求められる医療レベルを確保しながら、今後増大が予想される患者群にどう地

域として対処をするかが課題である。 
上記を踏まえ、大腿骨近位部骨折地域連携パスは IT化され、Net4Uへのリンク機能を模索しながら

その動きは多方向に広がっている。 
IT 化によって、当地区の地域連携パスは①双方向の情報交換、管理が可能、②業務量の縮小、③デ

ータの解析が容易になるなどの利益を享受している。また IT 化に付随し人的施設的ネットワークも水
平化し、ネットワーク組織としての力も大きなものとなってきており、それは脳卒中や関節リウマチな

どの病病連携や、病診連携にも広がりをみせている。 
医療連携に IT化は必須であり、ネットワーク組織は IT化を構築・運用する力を持つために努力する

ことこそが連携の本質と考えている。 
 
 



平成 19 年度日本医師会医療情報システム協議会抄録 

 

事務局情報担当者セッション「医師会における情報伝達はどうあるべきか」 

「鶴岡地区医師会における『文書管理システム』の取り組みについて」 

 

社団法人  鶴岡地区医師会 

遠  藤  貴  恵 

1. はじめに 
  鶴岡地区医師会事務局では・・・と、言っても当会は特殊で、事務局といった組織が存在するわけで

はなく、当会で運営している「荘内地区健康管理センター」の庶務課といった位置づけの中で、医師会

の事務局機能を担っている。情報化に関しては、当会の三原 
副会長の指導のもと、かなり以前より先進的に取り組んできた。 
私ども庶務課では、医師会や健康管理センター宛に届く各種公文書を一括管理し、関係役員および各

部署へと回覧の業務を行っている。 
このたび、これらの文書をデジタルデータとし管理し、且つ、役員・各部署への回覧を行う仕組みを

「文書管理システム」として自前で開発し、4月から本運用を開始した。 
2. 仕組み 
  外部から届いた公文書をすべてスキャナで読み込み PDF化する。その PDFファイルを自前「文書管
理システム」に登録し、役員ならびに事務局次長、各担当部署へと回覧し承認している。閲覧権限に関

しては、必要な者に ID とパスワードを付与し、外部からはインターネット-VPN（Virtual Private 
Network）を経由し文書の閲覧、承認を行う。必要であれば、コメントを入力する仕組みも設け、おお
いに活用されている。 
  システムそのものは、VBScript で開発し、DB は Access を利用した。検索についても Access のク
エリとプログラム上で行っている。 
3. 課題と考察 
  この文書管理システムを利用することにより、回覧時間の短縮・情報の共有化・コピーの無駄・文書

の所在について確認する必要もなくなり、大変合理的であると考える。 
しかし、画面表示の仕方など「センス」の問題や、今後文書量が増えていくにあたり、検索機能など

の充実を行わなければならないが、日常業務をこなしながらの開発には限度があると考えている。また、

作業の簡略化や閲覧者の権限について見直しをしながら、 
今後、一般的な文書管理システムを導入するべきかどうかを、検討する必要がある。 



日時：平成 20年 3月 6日(木)  13：30 
場所：医師会館  3階講堂 

第４８回鶴岡准看護学院卒業証書授与式 

 
  天気には恵まれない学年でなごり雪とは思われない 
弥生 6日に、無事 23名の卒業証書授与式が行われま 
した。 
  入学時 28名だった学生が卒業時には 23名になり、 
改めて看護の厳しさ、専門知識の学習の難しさを知っ 
たようです。卒業後は看護師 2年課程への進学者が 
8名、鶴岡地区管内への就職内定者が 10名おり、 
内、学生の時から引き続き委員へ就職する学生が半 
数います。資格試験にも全員合格することができ、 
改めて講師の先生方・病医院の皆様・保護者の皆様に 
感謝いたします。卒業後はそれぞれの場所で頑張ってくれることを期待したいと思います。 

 
  学院に入学して初めての一人暮らし、初めて実習、初めてのアルバイト。その体験した一つ一つから

学ぶことがたくさんあり充実した 2年間を過ごしました。 
  准看護師の資格を取るため勉強や厳しい実習を行い、分からないこと・患者さんとの関係に悩むこと

がたくさんありました。そのような時、自分の支えになったのは同じ目標に向かって共に頑張っている

クラスメートの励ましや手助けでした。お互いを励ましながらいろいろな行事に協力することで一丸と

なることもできました。2年間で得たものは専門的な知識や技術はもちろんクラスメートや学院の先生
方、実習病院の看護師さんや患者さんを通して人との関わりを学んだことです。これからは一人一人進

む道は違いますが、ここでの 2年間で学んだこと、感じたことを忘れず、それぞれの道で頑張っていこ
うと思います。（庄内弁を理解するのが大変でした） 

海  和  英  輝 

 
2 年前の春、不安いっぱいで入学しました。年齢もバラバラなクラスで大丈夫だろうか・仕事と勉強
の両立はできるだろうかという気持ちでした。今となれば嘘のようです。年齢がバラバラだったからこ

そ学ぶことが多かったです。行事がある度、みんなが協力し合いました。ひとつの行事が終わると必ず

「このクラスは最高だ」と感じました。 
  実習の時も自分のことだけでも大変なのに、みんなで支えあって乗り切ることができました。 
  私はこの 2年間みんなに支えてもらって HR委員をすることができました。みんなには感謝の気持ち
でいっぱいです。誰一人としてこの 2年間ひとりで乗り越えたと思う人はいないと思います。悩んだ時
も楽しいときもこの仲間達とだから乗り越えることができました。進む道が同じだったからこそ励まし

合うこともできました。この仲間達との出会いに感謝です。 
長  岡  奈  和 

 



 

 

                                                                                − 第 52 回−  

                                                                             

スクーバダイビング  もぐりの医者に                              中  村  秀  幸 

 

何を思ったか、新しいことにチャレンジする癖

があり、今までの人生 50 年の中でもっとも苦手

だった水との格闘を始めることになりました。 

きっかけは、五木寛之さんのベストセラー「林

住期」、読まれた方も多いでしょうね。仏教の人

生の区分けで、25 歳までが学住期、50 歳までが

○○期、そして社会への奉仕を終えたその後の 25

年間が「林住期」、それまでの社会と縁を切り、

自分の本当にしたかったこと、人生の振り返りを

する時期なんだそうです。ちょうど、その区切り

の時期で、なんというか仕事漬けで、窒息しそう

な意識、危機感がありました。何のため生きてる

の？人生をほんとに楽しんでるの？まさか、医者

を 50 歳で辞めるわけにもいきません。というわ

けで以前から憧れだった南の海に的を絞りまし

た。この 4-5 年を転機にすべく目標をダイビング

にしました。なんと妻も一緒にやりたいと言い出

しました。 

水といっても私の人生で「プール」や「海水浴」

ほど、怖いものはありません。小学生の頃から本

格的かなづちでした。顔を水に浸けただけで苦し

い恐怖が襲ってきます。どうせ始めるなら一番苦

手なもの、というへそ曲がり根性で、去年の 7月

2 日に酒田のゆたか町にある、「セカンドリーフ」

というダイビングショップの門を叩きました。 

代表の佐藤一道さんは不在でしたが、キュート

で美しい奥様がお店のカフェにいらして、さっそ

く 、 SSI ス ク ー ル （ SCUBA   SCHOOLS 

INTERNATIONAL）入学の申し込み。6章からなるマ

ニュアル本を渡され、1 日 1 章 DVD を観て坐学と

平行して学習です。1 週間後にお店でテストを受

け、96/100 点で合格です。 

さて次は、プール実習、頭で覚えたスキルを体

で覚えます。これは伊勢原にある「アーバンスポ

ーツ」さんのダイビングプールで行いました。初

めて見るウエットスーツ、BCD やレギュレーター

など器材を装着すると 20 数キログラムに達しま

す。スーツを着込むと圧迫感もあってそれだけで

息が詰まりそう。緊張も最高に達しました。「や

っぱりできないんじゃなかな、辞めようかな」と

いう弱虫くんが頭をよぎりました、がエイヤーと

ここは死に物狂いで。水中で大きくゆっくりと呼

吸する感覚、マスクに水が入った場合のクリアの

方法、空気が切れた場合のバディからの供給、緊

急浮上の方法、ジャケットを水中で着脱するスキ

ルなど盛りだくさん、3 時間ほどでしたがあっと

いう間の出来事でした。 

次はいよいよ海洋実習です。8 月のお盆休みを

利用して、加茂のレインボービーチの岩場からエ

ントリー。水深は 10ｍ程度です。ここでは 2日間

に分けてプール実習でやったスキルの復習です。

この頃から、怖いというよりは目の前に広がる水

中の世界が見え始めている時期でした。少しずつ

水中での感覚や呼吸が慣れ楽しさを感じ始めま

した。2日目は 8月 15 日、この日がダイビングの

資格である、Cカード取得（車の運転免許と同じ）

日となりました。このカードがないと日本や世界

中の海ではダイビングは許可されません。最も、

問題はスキルですので、その後の経験（タンク）

本数が問題です。あとは、ひたすら経験あるのみ、

近場のポイントでは、なんといっても三瀬（堅苔

沢）沖の通称「四つ島」です。港から漁船に乗り

5 分ほどで着きます。ここは、僕の師匠、佐藤さ

んによれば、季節の変化が多様で、魚影も多彩で、



何度潜ってもあきないポイントなのだそうです。

ここは 4 回（8 本）行きましたが、その日毎に全

く印象が違います。スキルを確認、スキルアップ

するのは格好のホームグラウンドです。ここのマ

スコットは、1ｍほどのコブダイです。もう歯が

ぼろぼろで欠けていますし、皮も薄くなり擦り剥

けたところがあったりですが、潜ると必ず寄って

きて愛嬌を振りまいてくれます。また 7,80ｃｍほ

ど（それ以上か）の真鯛も悠々と泳ぎまわってい

たり、季節回遊魚といって、南海より対馬海流に

流されてきた、アオバスズメダイなどの「熱帯魚」

も見ることができます。ちなみにタンク 1 本で、

圧縮空気 10 リッター入り、約 40-50 分ほどの時

間潜っていられます。深度が深いほど空気の消費

は多くなります。 

いよいよ遠征です。これまでインストラクター

の佐藤さんと一緒のダイビングですし、佐藤さん

が連れて行ってくださるというのは、ビギナーに

とってはとても心強いことです。初めての遠征は、

伊豆七島の神津島です。 

9 月の連休を利用しての 3 日間の日程です。東

京は浜松町の竹芝桟橋より夜の 11 時にカメリア

丸で出向、朝には外洋へ。10 時過ぎに到着です。

雲を頂く天上山の白い壁面が印象的でした。いよ

いよ伊豆デビューです。 

1 日目はアリマ、長浜（作根）、赤崎の 3本でし

た。最初は緊張しましたが、エントリーして海中

の世界を目の当たりにしたとたん、この世のもの

とは思えない幻想的な世界の虜になってしまい

ました。夜は宿泊先の山下旅館で地物の尾長だい、

あかさば、あかいかなど魚尽くしで飲み明かしま

した。 

2 日はうねりがきつく、三浦湾、キラキク、ツ

マリのボートと赤崎のビーチの4本で体力勝負で

すね。3日目は名組で 1本を名残おしくダイブで、

帰りはジェットホイラーで 3時間程、東京湾に帰

還です。充実感の合宿でした。写真はダイブ中の

集合写真です。 

ダイビング世界の聖地、といえばパラオやモル

ディブ、セブ、タヒチなどありますが、なんとい

ってもパラオです。地形や魚影の濃さや透明度、

設備やショップの充実度もすばらしい。そのパラ

オに遠征に行かないかと、これまでずっと指導を

受けてきた佐藤さんから提案を受けました。もち

ろん一緒にです。彼はすでに 3回パラオに行って

おり現地の状況も熟知しています。彼はインスト

ラクターの養成ができる資格や潜水士の資格な

どすばらしいテクニックの持ち主です。僕より一

回り若いのですがとても素敵な方で信頼してい

ます。私のスキルを一番知っていている師匠から

パラオへ連れていけるとの太鼓判？で、それじゃ

あということで、怖いもの知らずで決めてしまい

ました。 

パラオへは仙台空港からコンチネンタルミク

ロネシア航空で、サイパンと途中にヤップ島を乗

りついで約 6-7 時間です。昼の 1時に出発して夜

のパラオ空港に到着し、宿泊のココロホテルに着

いたのは夜の 10 時を過ぎていました。ちなみに

地図を見ると庄内地方とほぼ経度が同じで時差

はありません。 

現地のサービスショップはアクアマジック、こ

こではダイブ計画のアドバイスやガイド、休憩や

ボンベの手配、器材の洗浄などダイバーのサービ

スをすべて行ってくれます。ここは日本人スタッ

フが多く安心でした。 

1 日目、1 本目は船で 1 時間ほど南西にいった

ジャーマンチャネル、10ｍ程度の水深で、植民地

時代にドイツ海軍が人工的に掘った水道です。こ

こはマンタの出現率が高く、またダイバーのスキ

ルを確認されるチェックダイビングの場所です。

その日はマンタに会えませんでしたが何とか合

格しました。2 本目はいよいよ、世界のダイバー

の憧れ、ブルーコーナーです。ここは海流の激し

いことで有名で、カレントフックといって岩に体

を固定するひも器材が必須です。グルーグルーと

いった海流の「音」が聞こえるんですよ。固定に

失敗するとものすごい勢いで流され、海面にてシ

グナルフロートという救助袋を膨らまして助け

を求めないといけません。格好悪いどころかとて

も危険です。それでも、ここは各国のダイバーが



所狭しと集合し、写真にあるナポレオンフィッシ

ュやマダラトビエイ（パラオでは神様扱いです）、

グレイリーフシャーク（サメです！）、バラクー

ダの群れなどが目の当たりで観られます。なんと

3 日間続けてブルーコーナーへ連れて行ってもら

えました。 

昼はボートで無人島へ移動し、日本式のべんと

うを食べて休息です。（ダイビングすると血液に

窒素が溶け込むので、水面休息時間といって厳格

に時間を計算し休憩をとる必要があります）。寄

せては返す波の音、まぶしい日差し、やしの木の

木陰でうたたね、もう溶けそうです。 

3 日目は、1 本目マンタ狙いで再びジャーマン

チャンネルへ。3 回遠征の経験の佐藤さんもいま

だ、マンタとの遭遇はないとのと。祈る思いで、

クリーニングステーションの近くで待つこと 15

分ほど、ついにゆうゆうとのんびり泳ぐマンタに

出会えました。近くに来たら呼吸を静かにして刺

激しないようにするのだそうです。ビギナーズラ

ックですね。それもゆっくりと旋回して、僕の目

の前、すぐ手が届くところまで。しっかり目が合

いました。 

こうして合計9本のパラオ合宿は無事終わりま

した。何度でも行きたくなるまさに楽園でした。 

いままで、31 本という超ビギナーですが、佐藤

さんやセカンドリーフのダイバー友達（先輩で

す）などの見守りでなんとか事故もなく楽しんで

います。今年は地元の由良や飛島、四つ島でしっ

かりスキルアップするつもりです。遠征は、今年

は沖縄の予定です。ケラマ諸島、沖永良部などサ

ンゴ礁の世界を堪能する予定です。最近お聞きし

たところ、櫛引の佐久間正幸先生は 300 本以上の

超ベテラン、整形の今野先生も以前、楽しまれて

いたとお聞きしました。 

何を楽しむにも基礎体力が大切です。週 1-2 日

休日や夜間に、湯の浜のスパールで自分のペース

でゆっくりと 5,600ｍ泳ぎ、心肺機能の維持や筋

力の低下予防を心掛けています。いつまで続くこ

とやら、50 歳を目前にして、「もぐりの医者」に

なっちゃいました。 

 



伊藤克彦先生 田川学校保健会学校保健功労賞表彰受賞 
おめでとうございます。 

 
伊藤克彦先生は長年にわたる学校医活動の 

功績が認められ、去る 1月 24日、田川学校 
保健会総会にて表彰されました。 
まことにおめでとうございます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
伊藤克彦先生の学校医活動への貢献に対する表彰をお祝いして 
 
鶴岡耳鼻科医会を代表してお祝いを述べさせていただきます。今回、小中学校での学校医の活動へ

の多大な貢献に対して、表彰されましたこと、まことにおめでとうございます。 
  先生の経歴を拝見させていただきますと、昭和３８年に羽黒高校をはじめとして、その後、数多く

の小中学校（小中学校は昭和４０年から）、高校、養護学校、幼稚園、保育園の校医、園医をされて

います。 
  耳鼻咽喉科の学校検診は、両耳、鼻、のどを診るため、一人一人に大変手間のかかる仕事です。ま

た、耳鼻科医が少ないため、毎年数千人の児童生徒を診なくてはいけません。 
  毎年その季節がくると鬱になってしまうほどです。 
  私が校医になり初めのころ、あまりにも大変で、弱音を漏らしますと、優しく御指導くださり、校

医を続けていく励みとなりました。 
  校医により数多くの子ども達と接し、その成長を見守ってきた校医としての先生の活動は、同じ仕

事をしているものとしても頭の下がる思いです。 
  今回の表彰はその長年のご苦労に報うものと思います。 
  今後とも、鶴岡耳鼻科医会の重鎮として、ますますのご活躍を祈念して、お祝いに代えさせていた

だきます。 
耳鼻科医会  世話人  本  田      学



私のお勧めの店  その 29 

～  スペイン食べある記  − 3−   ～ 

 

横  山      靖 

 
スペイン人は朝食ではコーヒーにミルクを入

れたカフェ・コン・レチェを飲むので、食後にさ

っそくそれを頼みスパイン気分に浸る。満足して

部屋に戻り、８時を過ぎやっと空が明るくなって

きた。出発まで時間があるので、ＴＶのチャンエ

ルを回していたら「ポケモン」を放映していた。

もちろんスペイン語に吹き代えられているが、驚

いたことにピカチューは日本の声優さんの声の

ままである。まあ、確かにピカチューは意味のあ

る単語は話していないから当然か。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

サグラダ・ファミリア教会 

 
さて、まずスペイン一日目の観光はまずガウウ

ィのサグラダ・ファミリア教会。バルセロナとい

えば、やっぱりまずこれを見なきゃね。ホテルか

ら１０分ほどで着く。まずは写真でもよく見る、

生誕の門の前で写真を取る。ここはガウディの生

前に作成にかかわった部分であり、正面上部にガ

ウディ自身が作成したといわれるキリスト降臨

の場面の「聖母戴冠」の像があり、素晴らしい出

来である。さらにその斜め下の楽器を弾く天使た

ち？の彫刻は、日本人の外尾悦朗氏の作品だそう

だ。この壮大な教会の建設に日本人がかかわって

いると知り、誇らしい気持ちになる。中に入ると、

そこは教会というよりまさに工事現場。鉄骨の足

場が組まれ、あちこちには工事資材がおかれ、青

いビニール・シートで被われているところも多い。

しかし、そんな中でも礼拝堂は木の板で囲まれ、

朝のミサが行われていた。クリスマスの前日の日

曜日でもあり、美しいサグラダ・ファミリアの教

会で、厳かなミサの一部を聴くことができたのは

しあわせなことであった。生誕の門の反対側に抜

けると、受難の門に出る。ここもだいぶ完成して

いるが、ガウディの作風とは全く違う、直線的で

サッパリした現代的ものになっている。何でも現

在この教会の建設をまかされている芸術家によ

るものらしいが、こうまで違うと正直違和感を覚

える。ガウディの作品の奇抜さを堪能するという

意味では、次に訪れたグエル公園の方が面白かっ

たかもしれない。もうここは徹頭徹尾ガウディで、

そのアイデアの奇抜さには驚かされる。現地スタ

ッフのＴさんによると、こんな建物ができるのも

スペインでは地震がないからで、震度５の地震が

来たら多くの建築物は崩れるだろうとのこと。 
さてもう一軒ガウディの作ったカサ・バトリョ

という建物を訪れるが、しかしノドが乾いたので、

見学は早々にして近くのカフェ・テリアに入り、

コーラを頼む。そこで、はてコーラは男性名詞か

女性名詞か悩んだ。アメリカ産の外来語に男性と

か女性とかあるのか？とも思ったが、迷った時は

男性名詞にしようと決めていたのでウノ・コーラ



と云った。しかし最後がＡで終わるからやっぱり

女性名詞かな、と考えすぐにウナ・コーラといい

言い直す。すると、店員は「よくできました！」

とばかりにＯＫマークを出し、何度もうなづいて

いる。まったくできの悪い学生のようなも気分で

ある。さてお昼は地中海沿いのレストランで、シ

ーフードのパエリャを食べる。もうお米が食べる

のだからうれしいことである。日本と違いサフラ

ンをたっぷり使うので色は黄色というより黄土

色で、しかもお米にはエビやアサリ、ムール貝の

エキスがたっぷりのスープが染み渡っているか

ら、濃厚かつめちゃくちゃうまい。これがツアー

でなければもう一皿さら頼みたかったほどであ

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本場のパエリャ 

 

午後からは自由時間なので、カタラン語と標準ス

ペイン語のカスティーリャ語との違いに戸惑っ

ていた私は、現地スタッフのＴさんに「この街で

カスティーリャ語は通じますかね？」と聞くと、

「そりゃー自分たちの言葉のカタラン語を話す

人と、カスティーリャ語を話す人で歓迎の度合い

は全然違うでしょうね。」などと物騒なことをお

っしゃる。スペインもある面、旧ユーゴスラビア

のように幾つかの国が強引にくっつけられたと

いう現実があり、フランコ独裁政権の頃、カタル

ーニャの人々はカタラン語を話すことを禁じら

れていた。今でもそのことへの反発は強いらしい。

途中、最近閉鎖されたバルセロナの闘牛場を見て

きたが、Ｔさんに「動物愛護団体の抗議などの影

響ですか？」と聞くと、そうではなく「もともと

バルセロナの人々は闘牛なんて嫌いなの。」とい

う返事で、闘牛は自分たちの文化ではないとのこ

と。これはうかつにカスティーリャ語を話しては

まずいと思い、この街では英語か日本語にしてお

いた方がいいと思いながら街へ出た。 
午前中に回ったガウディの建築物はおもにバ

ルセロナの丘側にあったので、午後の自由時間は

海側へ歩いて向かう。しばらくするとヨットハー

バーに出た。午後からはまさに南国の明るい太陽

で、海は青く輝き、白いヨットの群れが一際映え

て見える。ヨットの係留してある波止場にはズラ

ーッと何百メートルにも渡りシーフードレスト

ランのテラスが並び、皆ワインやビールを片手に

エビや貝、パエリャをほおばっている。その長い

波止場を歩いてゆくと地中海に出た。波は荒く、

風は強いのに多くの人々が砂浜に座り海を眺め

ている。また、その海では多くのサファーが波乗

りを楽しんでいて、一瞬今って夏？なんて思った

りした。１７時になっても真昼のような明るさで

ある。また来た道をゆっくり歩いて帰り、途中の

バルで夕食を取った。言葉の方は、メニューをも

らい、エスト（これ）、エスト（これ）と言い、

ポル・ファボール（プリーズの意味）と云うだけ

で大丈夫。生ハム、エビの鉄板焼き、イカのフリ

ット、クロケッタとビールを頼む。エビはニンニ

ク風味の炒めでビールによく合う。イカのフリッ

トもフレッシュでおいしい。クロケッタは、この

料理が日本に伝わりコロッケになったもので、日

本で云うクリームコロッケという感じだが、やは

りはるかにおいしい。ホテルに帰りテレビをつけ

ると、なんとサッカーの地元のバルセロナ対宿敵

レアル・マドリッドの試合をしていた。スペイン

は熱狂的サッカー王国であり、しかも今はバルセ

ロナにいる。もう少しだけバルセロナでの穏やか

な休日楽しみたいので、バルサが勝つよう神に祈

った。しかしである！、あろうことかバルサは１

対０で負けてしまった。翌朝、朝食でもレストラ

ンのスタッフは機嫌が悪そうである。さらにポケ



モンを見た後、ロビーに下りてくるとさっそくバ

スの運転手と現地スタッフのＴさんは早くもサ

ッカーの話題でブツブツ言っている。もう、何か

街全体が機嫌が悪そうである。一方、添乗員のＩ

さんはニコニコ顔しながら日本語で、「ニュース

ではロナウジーニョはまるでガマガエルのよう

に這いつくばっていた。」なーんて云ってました

よ、と大喜びである。Ｉさんは、バルサのファン

ではないらしい。しかし、こんなことをカタラン

語で言おうものなら、鉄砲で撃たれそうである。

バルセロナでは危ないのでⅠさんから離れてい

ようと心に決めた。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

バルセロナのヨットハーバー 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～  編 集 後 記  ～ 

福  原  晶  子 

  弥生、啓蟄と、春らしい言葉を聞いたとたん、春の雪が降ってきました。ふわふわと真綿のような雪

で、あっという間に辺り一面、真っ白になってしまいましたが、さすがに３月、寒くはありません。陽

射しが強ければ、どんどん解けていきます。雪との格闘も、あとわずかなことでしょう。 

  ４月からの診療報酬改定がようやく本決まりになり、Ｑ＆Ａも公開されてきました。今回の話題とし

て、「外来管理加算の算定について」は大きな反響を呼んでおり、医療機関においては重大な問題にな

るように思えます。 

  厚労省の保険局医療課長が、「今改定は、日本医師会によるところが大きい。診療報酬のプラス分（1100

億円強）は、全部病院に充てていい、さらには医療費相当で約 400 億円分は診療所から病院に移してい

いとなった。日医には、非常に感謝してる。会員数は、開業医と勤務医が半々くらいになったわけだか

ら、勤務医のことを考えなければいけない組織になっている。日医執行部はこの点を理解されてる。今

改定は、診療所の開業医から病院勤務医への応援メッセージという見方もできる。」と語っています。

確かに、疲弊している病院勤務医対策は重要です。しかし、今回のように、再診料据え置きで一見マイ

ナス改定がないように見えながら、外来管理加算や処置料の算定が変わることで、多くの医療機関では、

確実に医療報酬は減額になります。このままでは「疲弊している勤務医」に続くのは、「疲弊した開業

医」になる図式は目に見えており、世界に冠たる日本の医療保健が崩壊するのは間違いないでしょう。 

  最近、マスコミの論評が、「医療にはお金がかかる」という風に変わりつつあります。『今の医療水準

を維持するには、医療費の減額は困難だ』という国民のコンセンサスを得るために私たちにできること

は、毎日の診療を、真摯に懸命に行なっていくことだけなのでしょうか。 

 

 

 

「 スキー同好会 」 

                                                      庶務課  佐  藤  洋  介 

恒例のスキー同好会の合宿が３月８・９日の２日間にわたって湯殿山スキー場にて行われまし

た。 

  晴天にも恵まれ、各々スキーやスノーボードを楽しみ、参加者は例年よりも多くの時間をゲレ

ンデで過ごしたのではないでしょうか。 

  １４回目を数える今回の合宿には総勢１７名の参加がありました。 

  表紙の写真はいつも休憩場所としてお世話になっているクラブハウス内での１枚です。
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